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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 通所の月報書式が完成しています。7月分から実施しています。それぞれのセクションが入力し、ナイトスタッフが確認・メールすることにします。

· 管理票は9月からの実施になります。そのため9月からは毎日の入力作業が必要になります。
· 伝達講習が8月30日に組まれています。各自出欠予定の記入をして下さい。
· デイケア室の水分管理のため、ジャグポットを使います。
＜利用者様情報・検討＞

村上　元道様～本日担当スタッフ（川端医師、青山荘・山田、通所・東）で今後の村上様の方向性についての話し合いを実施している。→幸房を利用せず、通所から就労へつないでいく事になります。通所の専門スタッフが就労支援プログラム実施や経過のフォロー態勢を作る事が必要になる。定期的な面談から、本人の状態をキャッチしていきます。

　　　　　　　最終目標は、社会復帰であり、ゆっくり勧めていくことになります。

浜飯　政昭様～本日の昼食時も醤油を口にしている事があり、スタッフ注意介入している。今後も引き続き観察介入を強化し、安全な環境調整を考えていく。

＜カンファレンスについて＞

昨日の続きを実施しましょう。

· カンファレンスとは？

～直接ケアを実践する為の間接ケアと考えよう。

　自分達の実践を裏付ける・立ち止まり考える場にしよう。

　お互いの意見を知りチームの方向性を定めよう。（情報確認と検討内容の区別）

　自分達の実践を裏付ける為、立ち止まって考える場にしよう。

毎日あるカンファレンスを大切にしようとする気持ちを大切にしよう。

　カンファレンスに出席するにあたっては・・・(姿勢や目的など)

· 情報共有するために、積極的に意見する。　・専門用語を確認する場

· 意見を言う努力をする。　・各職種の技を知る場として、有効に働きかける。

· 一人で迷っている事柄を出し合い、チームとして答えを導き出していく。

· 前日までの情報を確認してから、カンファに望む。

· お互いの役割を都度、確認するようにする。

· 連携の取り方を学習する場。　・分からないことを習得する場

· 自分の与えられた役割を確認する場。

＜勉強会・バイタルサインについて＞

自分達が日頃、実践しているバイタルサイン測定について考えてみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

通常業務として何気なく実施しているのか､対象のケアとして働きかけているのかでは、同じ事を実施していても、効果は違ってくるものです。

Vital　signeと言う言葉を日本語に直訳すると、『生命兆候』と訳される。

元々はバイタルサインは外国から来た言葉になりますが、日本で使おうとした時に生命兆候と硬くるしい響きになるなら、響きの良いバイタルサインという事で今日まで使われてきた。　

バイタルサイン

1 体温

2 脈拍

3 呼吸

4 血圧の4つの生理機能である。

大切なのは、バイタルという言葉を我々がそれらの印を正しくキャッチし、正しく評価し、正しく記載しているかが大切。

　バイタルサインとは、人間が生きている状態を示すひとつの兆候あるいは所見の事である。

　今、一人の重症患者が外来や病棟に運ばれてきたとする。我々は何を見るのか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　どのような病気か、どのような病名なのか、考えがちである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　問題は病名ではなく、この患者を救命できるか、重いか、軽いか、どこに問題があるのか、その問題点を解決するにはどうしたらよいか、ということになる。

　患者の一般状態を正しくキャッチすること、この目的にそって、患者のバイタルサインがどうであるかを見ることになる。

　バイタルサインを生きているしるしとするならば、広い立場から見ていくことも必要になる。

（1） 意識状態をみる

1 意識が清明である

2 刺激を与えれば、覚醒する傾眠

3 大きな呼びかけに反応を示す昏迷

4 強い痛み刺激に反応する半昏睡

5 刺激に全く応じない昏睡

（2） 脈拍に触れてみる

できれば左右のとうこつ動脈で1分間の数および緊張、リズム

（3） 脈拍にふれながら

両手の皮膚のあたたかさ

冷汗の有無などについて観察する

（4） 呼吸状態をじっくり観察する

1分間の呼吸数を測定するだけでなく、呼吸のリズム、深さ、あるいは端鳴の有無も見る










